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本書の権利関係について 

このマニュアルは、使用者の安全、合法的な権利と責任に関連します。製品をインストールして

使用する前に、以下の説明文を熟読してください。 

 Shining3DTech と株式会社ケイズデザインラボ（以下「当社」）は、本書の知的財産権を所有し

ています。本書のいかなる部分も、当社への書面による事前の同意・通告なしに、いかなる形ま

たはいかなる手段によっても複製、送信、配布、適合、編纂、翻訳を行うことを禁止します。

 本書は、当社が提供するデバイス、ソフトウェア、またはその他の製品を含む製品のインストー

ル、運用、および保守に関する重要なガイダンスです。本書は、製品の品質保証として機能しま

せん。しかし、内容の正確性を確保するために本書作成にあらゆる努力を行っています。当社は

その中で起こりうるエラーや漏出を解釈し、修正する権利を留保します。本書の内容は予告なく

変更されることがあります。 

 本書の画像と図は、利便性を提供するために提示されています。いずれかが実際の製品と矛盾して

いる場合は、実際の製品が優先されます。

 関連製品を使用する前に本書を熟読してください。３D デバイスを取り扱ったことのある経験者や

技術者に製品の操作をすることをお勧めします。当社は過失・環境要因・不適切なメンテナン

スや不適切な使用、その他品質上の問題により生じた損害および損失に対して責任を負いません。

 本書および関連製品に起因する紛争は、日本の法律に準拠するものとします。

 本書の内容について曖昧な点やご提案がある場合、その他質問などは、本書最終頁に記載されて

いるサポート宛にお気軽にお問い合わせください。
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SECTION ①　はじめに
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1-1 Libreの特徴①
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1-2 Libreの特徴②
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1-3 概要ガイド

○スキャナーの紹介
→1-1 Libreの特徴①（8ページ）

○EinScanLibreがサポートする光源の種類
→1-2 Libreの特徴②（9ページ）

○インターフェイスアイコンの紹介
→1-10アイコンガイド（24ページ）

○スキャンモードの種類
→3-1-3 スキャンモード選択（40ページ）

○バッテリー交換の方法は
→6-1 バッテリーの交換（130ページ）

○Wi-Fiに接続するには
→1-6 WiFI接続（18ページ）

○バッテリーを充電するには
→1-8バッテリーの充電（20ページ）

○スキャナを初めて使うときは
→1-7デバイスのアクティベーション（19ページ）

EinScan Libre（デバイス）について
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○キャリブレーションの準備方法
→2-1キャリブレーションについて（28ページ）

○クイックキャリブレーションとは
→2-2クイックキャリブレーション（30ページ）

○プロジェクトを作成するには
→3-1-2 新規プロジェクト（38ページ）

○プレビュー
→3-2-1 プレビュー （44ページ）

○パラメーターの設定
→3-2-2 スキャン設定（46ページ）

○スキャン
3-2-3 ポイントクラウドをスキャン（50ページ）

○トラッキングロストした場合
→3-2-5 スキャンの一時停止と再開（54ページ）

○スキャンモードの紹介
→3-1-3 スキャンモード（40ページ）

○スキャンインターフェースの紹介
→3-1-4 インターフェース（42ページ）

○スキャンワークフロー
→3-1 スキャンワークフロー（34ページ）

○対象物と周囲の環境を準備する
→3-1-1 準備（36ページ）

○スキャンパラメーターを設定
→3-2-2 スキャン設定（46ページ）

○スキャンデータを編集するには？
→3-3-2 データ編集（58ページ）

○メッシュを生成するにはどうすればいいですか？
→3-4-1 メッシュ作成 （60ページ）

○画面のジェスチャーについて
→3-3-1 ジェスチャーインタラクション（56ページ）
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○USBメモリを使用した転送は？
→4-1 USBメモリ経由で転送（70ページ）

○Wi-Fi経由でデータを転送するには？
→4-3 Wi-Fi経由で転送（76ページ）

○有線でデータを転送するには？
→4-2 付属ケーブル経由で転送 （72ページ）
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○実行環境とインストール
→5-1 実行環境とインストール(82ページ）

○EXScanLibreソフトウェアインターフェースの紹介
→5-3 ソフトウェアインターフェース(86ページ）

○プロジェクトファイルを開くには
→5-2 プロジェクトグループを開く(84ページ）

○メッシュを最適化するには
→5-5-5 メッシュの最適化(108ページ）

○データを編集するにはどうすればいいですか？
→5-4 データ編集(92ページ）

○点間ピッチを調整するには？
→5-5-2 ポイント距離の調整(100ページ）

○複数データの位置合わせ
→5-5-3 位置合わせト(102ページ）

○点群からメッシュを作成するには
→5-5-4 メッシュ化(106ページ）

○特徴を作成するには？
→5-7-1 特徴生成(112ページ）

○モデルをXYZ空間に整列させるには？
→5-7-2 グローバル座標合わせ（116ページ）

○モデルを測定する方法は︖
→5-7-3 計測ツール（120 ページ）

○モデルデータを保存するにはどうすればいいですか？

→5-8-1 データの保存（122ページ）

○モデルを共有するにはどうすればいいですか？

→5-8-2 データの共有（124ページ）

○モデルをエクスポートするにはどうすれぱいいですか？
→5-8-3 サードパーティ ソフトウェア（126ページ）

ExScan Libre（PCソフト）について
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1-4 デバイス名称
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1-5 初回ログインとアカウント作成
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追加情報　ユーザーアカウント作成詳細
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1-6 Wi-Fi接続
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1-7 デバイスのアクティベーション
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1-8 バッテリーの充電
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1-9 ホーム画面の概要
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1-10 アイコンガイド
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1-11　設定 その他の設定
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SECTION ② キャリブレーション
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2-1 キャリブレーションについて
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キャリブレーションは、デバイスの精度と追跡を確保するための重要なステップです。これは、スキャンの精度

とデータ品質を向上させるためにシステムを校正するのに役立ちます。

次の3つの方法から選択して、キャリブレーションインターフェースに直接アクセスできます。

ホームページをタップします 。

画面を上から下にスワイプして、キャリブレーションをタップ できるコントロールセンターパネルを表示

します。

[設定]>[My Libre > Calibration]をタップします。

パフォーマンスを確保するために、少なくとも14日ごとにスキャナーを校正してください。最後のキャリブレーシ

ョンから14日以上経過している場合は、キャリブレーションアイコンがに表示されます 。

キャリブレーションモード

キャリブレーションは、IRモードキャリブレーションとHDモードキャリブレーションに分かれています。スキ
ャンモードの1つだけを使用する場合は、対応するIRモードキャリブレーションまたはHDモードキャリブレーシ
ョンのみを実行し、他のキャリブレーションモードをスキップできます。

IRモードキャリブレーションを実行する場合、キャリブレーション距離はHDモードキャリブレーションよりも長
くなります。2つのキャリブレーションプロセスはほぼ同じであり、以下ではIRモードキャリブレーションを例と
して取り上げます。

キャリブレーション中は、キャリブレーションボードとスケールバーを動かさないでください。

注意

手記

手記

2-2 キャリブレーション手順
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2.スケールバーのシリアル番号がスキャナーと一致していることを確認します。

スケールバーのシリアル番号は、My Libre>またはキャリブレーションインターフェースの左下隅にある設定
で確認できます。

手記

1.キャリブレーションボードとスケールバーを取り出した後、下図に⽰す順序で平らな⾯に置きます。

3.タップ してキャリブレーションを開始します。キャリブレーションプロセス中は、3Dガイドに従ってス
キャナーをゆっくりと動かし、ターゲット位置に位置合わせします。

反射率の⾼い床でのキャリブレーションは避けてください。

キャリブレーション環境の周囲に他のマーカーがないことを確認してください。

4.すべてのキャリブレーション⼿順を完了した後、キャリブレーションが成功した場合は、画⾯の右下隅にあ
る[次へ]をタップしてHDモードキャリブレーションを実⾏できます。または、画⾯の左下隅にある[終了]を
タップして、他の操作を⾏います。

注意

キャリブレーションに失敗した場合は、再度キャリブレーションを⾏ってください。

何度か試みてもキャリブレーションが失敗する場合は、テクニカルサポートに連絡してください。

キャリブレーション後は、キャリブレーションボードを再利⽤できるように適切に保管してください。

⼿記

32



HDモードキャリブレーションが完了したら、レーザーHDモードでのデータ品質を向上させるために、レーザー
平面キャリブレーションの実行に進むことができます。

ステップス

1. HDモードのキャリブレーションが完了したら、[レーザー平面のキャリブレーション]をタップして開始しま
す。

2. プロンプトに従って、6mmのサイズの9つのマーカーを無反射の単⾊の光⾯に配置します。

3. [準備完了] をタップしてキャリブレーションを開始します。

4.スキャナーと表面の間の垂直距離をゆっくりと調整して、さまざまな高さでキャリブレーションを完了しま
す。

5.キャリブレーションが成功した場合は、[完了]をタップして終了します。「再試行」をタップして、キャリブ
レーションが失敗した場合に再起動します。

何度か試みてもキャリブレーションが失敗する場合は、テクニカルサポートに連絡してください。

手記

2-3 レーザー平面キャリブレーション
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2-4 ホワイトバランス

テクスチャカメラをオンにしたら、ホワイトバランスの調整をその都度実施することをお勧めし
ます。詳細については「3-2-2 スキャン設定」の明るさ設定（48-49ページ）をご参照ください。
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SECTION ③　スキャン
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3-1 スキャンワークフロー
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3-1-1 準備
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3-1-2 新規プロジェクト

40
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3-1-3 スキャンモード

 位置合わせ方法　マーカー、特徴、テクスチャ、グローバルマーカー、ハイブリッド

 位置合わせ方法　マーカー、グローバルマーカー

○

○

42

http://www.novapdf.com/


 位置合わせ方法　マーカー、特徴、テクスチャ、グローバルマーカー、ハイブリッド

○
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3-1-4 インターフェース
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3-2-1 プレビュー
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3-2-2 スキャン設定
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50
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3-2-3 ポイントクラウドをスキャン
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3-2-4 グローバルマーカー をスキャン
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3-2-5 スキャンの一時停止と再開

トラッキングロストと再開
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3-3-1 ジェスチャーインタラクション
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3-3-2 データ編集
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3-4-1 メッシュ作成
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3-4-2 テクスチャマッピング
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3-4-3 最適化

66
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3-4-4 ファイルのエクスポート

68



形式 テクス
チャ

データの種類 拡張子 メリットと用途
例

ASC 単体 なし 1 ショットごとの点群デー
タ （位置合わせ
済） 

scan_0.asc 
scan_1.asc 
scan_2.asc 
など 

データの確認用 

スキャン後エクスポートが可

能別のソフトでの後処理が可

能 固定スキャンにのみ適用 
ASC 全体 なし 全体の位置が最適化された点

群データ 
scan.asc データの確認用 

ハンドヘルドスキャンでエクスポート可

能点群処理ソフトで使用 
STL なし メッシュデータ scan.stl 3D プリント 

リバースエンジニアリン

グ多くの後処理ソフトに

対応 OBJ あり メッシュデータ scan.obj 
scan.jpg 
scan.mtl 

アートやアーカイブ向け
色付き 3D レンダリング 

多くの後処理ソフトに対

応 テクスチャファイルが

付属PLY あり メッシュデータ scan.ply OBJ より小さいファイルサイ

ズ 頂点カラー 

3MF あり メッシュデータ scan.3mf Windows 標準３D データ 

P3 なし マーカーポイントファイル
（テキスト）

scan.p3 GlobalMarkers ファイル形式 
（Einscan 専用） 
マーカーポイントの位置関係をのみを保
存したデータ 

LAS あり 点群データ scan.las 地形など広域向けデータ
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SECTION ④　データ転送
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4-1 USBメモリ経由で転送

72



73



4-2 ケーブル転送
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4-3 Wi-Fi転送
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SECTION ⑤　PCソフトウェア
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55-1 実行環境とインストール  実行環境とインストール
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5-2 プロジェクトグループを開く
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5-3 ソフトウェアインターフェース
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5-4 データ編集
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95



96



97



98
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5-5-1 点群生成

100



101



5-5-2 ポイント距離の調整
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5-5-3 位置合わせ
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5-5-4 メッシュ化
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110
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5-5-5 メッシュ最適化
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5-7-1 特徴生成
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5-7-2 グローバル座標合わせ
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5-7-3 計測ツール
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STL

PLY

OBJ

3MF

P3

LAS

5-8-1 データの保存
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5-8-2 データの共有
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5-8-3 サードパーティ ソフトウェア
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SECTION ⑥　付属品

131



6-1 バッテリー交換

132



133



134



135



6-2 キャリブレーションボード

136



SECTION ⑦　巻末付録

137



7-1 レーザー仕様

138
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7-2 各種規制について
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